
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井川小学校 学校報 

みどりの風 

豊かな心をもち、共に考え、自ら高めていく子ども 

平成 29年３月８日  

第 30号 

学校教育目標 

 

 

 

◇ 湖東地区消防本部管内防火作文・標語コンクール(２月24日) 

 作文の部  優秀賞  工藤 ○○(５年) 「あのときのおそろしさ」 

       佳 作  雄鹿 ○○(５年) 「けがをして知った消防士の仕事」 

 標語の部  優良賞  伊藤 ○○(５年) 「消しましょう あとでじゃなくて 今ここで」 

 

 

◇ 第19回秋田県小学校放送コンテスト(２月７日) 

 アナウンス部門 入選   半田 ○○(６年)  湊 ○○(６年) 

         佳作  伊藤○○(５年) 畠山○○(５年) 森田○○(５年) 

 八柳 ○○(５年) 工藤 ○○(５年) 

             湊○○(６年) 幸坂○○(６年) 小野○○(６年) 

 畠山○○(５年) 

     

栄光の記録 

縦割りグループの進化  

校長 六郷 博志 

 昨年４月、井川小学校に来て一番驚いたのが、全校で縦割り清

掃をしようと計画していたことです。実際にやっている学校の評

判を聞くと、時間ばかりかかってきれいにはならないし、子ども

たちも成長するわけではないと否定的な意見がほとんどでした。

案の定、４月、５月は時間内に終わることができない班が多く、

５，６年生の言うことを聞かない下級生もたくさんいて、だらし

ない掃除の状態が続きました。 

学校目標のアンケート、ありがとうございました 

 ４月から新しい学校教育目標とすることについて、アンケートに

ご協力いただきありがとうございました。「たくさんの人と接して学

んだり、切磋琢磨する経験が必要」「新しい目標は一歩進んだ内容に

なっていて必ず役立つはず」「目標の部分を、何に対しての目標なの

かはっきりさせるとわかりやすいのでは」など、建設的なご意見をた

くさんいただきました。 

 みなさんのご意見をもとに、職員会議で正式に来年度の目標を左の

ように決定しました。どうぞこれからもご支援をよろしくお願いいた

します。 

もうこれは止めた方がいいのではと思い始めて３か月くらいが

立つと、少し様子が変わってきました。一番大きな変化は上級生

が上手に下級生を指導できるようになったことです。なだめたり

すかしたりしながら、かんしゃくを起こさずに我慢強く話をして

いる６年生をたくさん見ることができました。そして、班の雰囲

気も温かく柔らかいものに変化し現在もそれは進化しており、あ

の時止めなくてよかったと今更ながら思っています。 

教育の成果はすぐには出ない－縦割り清掃で改めて気づかされ

た今年度の出来事でした。 

 

学校教育目標(新) 

目標をもち課題を解決しようとする子ども 

深く考える子ども 進んで活動する子ども 

おもいやりをもつ子ども 

個人写真を掲載しまし

た 

個人写真を掲載しまし
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朝日小学生新聞に○○君(４年)の記事が紹介されました 

 ２月27日付けの朝日小学生新聞(全国版)に、こども編集長として４年生の○○○○君が指令して取材された記事「透明マントは本当に

できるの？」が掲載されました。これはこども編集長が不思議に思ったり調べてみたいことを記者に指令して、謎を追究する過程を書い

たものです。今回の説明は東京工業大学の雨宮先生がしてくれましたが、大変興味深いインタビューになっていました。ぜひご一読くだ

さい。 

 

 

 


